
白毛門、雪山訓練・アタック 

 

山行日：12月 22日（土）～23日（日） 

参加者：甲田 LD、北村 SL、高瀬、丸山宏、齋藤英子、渡辺桂子、和田えみ子、山崎（記） 

コース：1日目 松戸市民劇場（10:30頃）－土合橋登山口駐車場（12:30）－駐車場テント設営－ 

－冬山装備着脱練習－雪上歩行訓練 

    2 日目 テン場（05:30）－松ノ木の頭（9:00 頃）－途中断念（09:30）－土合橋登山口駐車場

（11:49）－鈴森の湯（仙岩温泉）－松戸（16:45) 

 

10月に入会しました 2班の山崎です。 

今回は雪山初体験、甲田 LDの『白毛門、雪山訓練・アタック』に参加しました。かかった費用はとて

も家族には言えませんが、雪山道具を揃えるのを楽しみながら当日を迎えました。 

集合時間に、松戸市民劇場前に出向くと何やら不穏な空気が、なんと用意した車が故障・・・。『や・

ヤバイ雪山初体験が・・・』と心配しましたが、さすが百戦錬磨の皆様、急遽レンタカーの手配をして事

なきを得て出発しました。遅れての出発となりましたが、この時差が幸いしてか渋滞もなく度合橋登山

口駐車場へはほぼ予定通りに到着、この時期にしては大変雪が少ないそうで経験者の皆様は驚いた様で

した。 

早速、会の V8テントを設営（ベテラン陣の手際の良さには驚きです）その後、訓練へ。穏やかだった

K・LDの目の色が変わり、冬山装備着脱にもたつく新人に容赦ない叱咤が・・・『吹雪や超低温時には時

間はかけられない！』。また、LDの支度の早いの何の・・・ようやくアイゼンをつけたらハイ出発・・・。 

しかし練習は楽しく、アイゼンやわかんでの歩行を親切丁寧に指導いただきました。 

さあ次は V8 テン

トで楽しい宴会で

す。メニューはきの

こ鍋（特性豚肉入り）

女性陣の皆様、買出

しから調理まであり

がとうございまし

た。皆で囲む鍋は大

変おいしく、Wさん

の自家製つけもので

お酒も進みます。 

もちろん座学もあ

り LD から冬山の事

故例やゾンデ棒、ビーコンなどの装備の説明も受けました。 

（要は前出の装備のお世話になる時は本人ではなく保険金を受け取る家族の為）。楽しい夜も更け LDの

一声で就寝（え～まだ 19:00なんですけど～）。 

山茶花 29 



2日目の朝 4:00頃（寝ぼけていてわからない）起床、昨夜の鍋にアルファ米をいれておじやの朝食（こ

れがまた美味い若手 2名は 3杯を強要される）。『出発時間 5時 30分』と厳しいお達しが・・・案の定も

たつく新人、容赦ない出発。 

雪が少なくはじめは慣れないアイゼンが邪魔をする。木の根や露出した岩に悪戦苦闘しながら登って

ゆく。途中ばてると LDから励ましの声？？が飛び何とか耐える、心に悪魔のささやきが『昨夜 LDの鍋

に毒キノコでも混じっていればこの苦行は回避できた・・』（LDすみません）。 

思ったより厳しい条件で途中 2 名が下山、松ノ木の頭の手前でもう 1 名が下山（これには LD 同伴）。

残された 4人は T・LD

代理の元、山頂を目指

しましたが山頂まであ

とわずかなところで濃

い霧と雨の為に断念し

下山することになりま

した。 

結果的には登頂はで

きませんでしたが、登

るにつれて雪の量も増

えて貴重な雪山体験と

なりました。 

途中からは霧の為に眺望も望めませんでしたが中腹では天神平ロープウエイの夜景が美しく見え、晴れ

て山頂に立てば谷川岳の絶好の展望台で笠ケ岳や朝日岳も見ることができる白毛門への再チャレンジを

心に誓いました。 

下山後は LDの秘密の湯、鈴森の湯（仙岩温泉）で汗を流し帰路につきました。 

今回は雪山の楽しさと同時に厳しさも味わい、今後の冬山山行の良い経験となりました。ご同行いただ

きました皆様、もたつく新人を温かい目で見守っていただき誠にありがとうございました。またの同行

をよろしくお願いいたします。                           記 山崎 
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